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○ 大都市圏の渋滞を低減し 定時性などネットワ クの質を高めるため 大都市周辺のボトルネック箇所への

大都市圏の渋滞ボトルネック対策について

○ 大都市圏の渋滞を低減し、定時性などネットワークの質を高めるため、大都市周辺のボトルネック箇所への

集中的対策に向けた検討を実施

・大都市流入部などでのボトルネックなどにより、深刻な渋滞が発生しており、効率性を阻害

（例 中央自動車道 仏 ネ 付近 東名高速道路 大和 ネ 付近など）

速度

（例：中央自動車道 小仏トンネル付近、東名高速道路 大和トンネル付近など）

全国の高速道路の渋滞回数（H22.4～12までの交通集中によるもの）

道路名 間 渋滞回数

高速道路の定時性（中央道の例）

（凡例）
速度

120

100

９０％タイル速度 （１０回に１回程度の空いている時の速度）

道路名 Ｉ Ｃ間 渋滞回数

１ 中央自動車道 高井戸 ～ 上野原 1,182

名神高速・
草津 大 崎

90％タイル速度

平均速度

5％タイル速度

10％タイル速度

80

60

40

平均速度

60km/h

２
名神高速

京滋バイパス
草津ＪＣＴ ～ 大山崎ＪＣＴ 932

３ 東名高速 東京 ～ 秦野中井 812
はだのなかい

おとわがまごおり

20

0
甲府南 大月 相模湖 八王子 高井戸

５％タイル速度 （２０回に１回程度の混雑時の速度）

19km/h４ 東名高速 音羽蒲郡 ～ 名古屋 809

５ 阪和自動車道 貝塚 ～ 有田 554

※概ね延長５０ｋｍ区間単位で集約 【集計条件】※概ね延長５０ｋｍ区間単位で集約

○ 検討の流れ

【集計条件】
対象期間：平成22年4月1日～11月30日（民間プローブデータより算出）
集計値：昼間12時間の15分毎の所要時間の％タイル速度（※）

※%タイル速度：速度の低い方から順番に並べて、○％番目の速度
例）100のサンプルがあった場合、10%タイル速度は、小さい方から10番目の速度となる。

渋滞データの分析 ボトルネック箇所の特定

・課題の大きな路線や地域を抽出

ボトルネック箇所の対策を検討
（短期・長期対策）・平均速度や渋滞実績により、

サービスレベルを分析
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首都圏＜参考＞ 大都市圏の渋滞の状況（首都圏） 首都圏 精査中

バイパス

4
4

17

17

283

140

254

254

254

122

125

354

354

354

125

125

125

354

354

関越道
（東松⼭IC－鶴ヶ島IC）

久喜IC

高速道路のボトルネック

渋滞常襲区間

一般道路のボトルネック

平均旅行速度20km/h以下

＜市区町村の平均旅行速度＞

20km/h以下

首都高速のボトルネック

平均旅行速度20km/h以下

平均旅行速度40km/h以下

・都心環状線を先頭にJCT部で渋滞が発生

・中央環状線と3号線の合流する大橋JCT

東松⼭IC

日

越
谷
春
日
部
バ
イ
パ
ス

上
尾
道
路

4

17

16
212299

463

463

294

408

埼⽟県中部
国道4号

柏IC

岩槻IC

⾕和原IC

川越IC

鶴ヶ島IC

鶴ヶ島JCT

埼⽟県東部

渋滞常襲区間

渋滞多発区間

10kmの渋滞が毎日発生する

程度に相当※１

10kmの渋滞が週1回以上

発生する程度に相当※１

・都心部を中心に、平均時速20km/h

以下の低速区間が分布

高速道路密度が薄く サ ビス速度

20km/h以下

20－25km/h

25－30km/h

・中央環状線と3号線の合流する大橋JCT

での速度低下が顕著

日
光
街
道

東
埼
玉
道
路

中
山
道

新
大
宮
バ
イ
パ
ス

水
戸

街
道

6

4

29817

16

299

463

254

254

463

464

464

365
122

千葉県北⻄部

外環道
国道298号S5

東京都⼼部

東埼⽟道路

三郷JCT

６

S1

C

５

三郷料⾦所

流⼭IC

・首都圏流入部のボトルネック

区間（中央道小仏トンネル付

近や東名高速大和トンネル

付近等）における渋滞が顕著

※１ 区間のH22渋滞量実績について 最大渋滞

・高速道路密度が薄く、サービス速度

が低い地域が存在（東京都多摩北部、

千葉県北西部等）

環
状
六
号
線

環
状
七
号
線

環
状
八
号

青梅街道  目白通り

甲州街道

川越街道 春
日
通
り

京葉道路

成田街道

青
山
通
り

昭
和
通
り

中

白
山
通
り

江戸通り

357

16

16
20

16

14

14

411

296

298

14

中央道⼩仏トンネル付近
（相模湖東ー⼋王⼦JCT）

東京都多摩北部

中央道
東関東道

４

３

６

C2

⻘梅街道 環
8

国道2０号

国道464号

花輪IC
幕張IC

京葉道路幕張IC付近
（花輪ー幕張、⽳川－⾙塚）

９

７

C2C1

⽵橋JCT

⽳川IC

船橋IC

布
⾼井⼾IC

⼤泉JCT 練⾺IC

両国JCT

C2

箱崎JCT

浜崎橋JCT

国道2０号
中央道起点付近

号

※１ 区間のH22渋滞量実績について、最大渋滞

長10km、継続時間2時間の渋滞により換算し、

1年間に相当する回数を算定したもの。
国道296号

線号
線

玉
川
通
り

千葉東金道路

昭
和
通
り

第
一
京
浜

第
二
京
浜

中
央
通
り

八
王
子
バ
イ
パ
ス

第
三

246

357

126

20

16

413

413

412

千葉県臨海部
２

１

相模湖東IC

⼋王⼦JCT
11

凡例
東京都・

神奈川県境部

⽳川IC

⾙塚IC

調布IC
東京IC

東名川崎
IC

⼤橋JCT
浜崎橋JCT

国
道
16
号

国道51号上野原IC

⼤宮IC

千葉東JCT

保
土
ヶ
谷
バ
イ
パ
ス

三
京
浜

横
浜
新
道

1

357

357

409

16

16

15

16

412
129

409

297

297 直轄国道

補助国道

その他幹線道路

高速道路

1

122

館⼭道

横浜町⽥IC

海⽼名JCT

国道16号

神奈川県中部
川崎浮島JCT

うみほたるPA

国道132号

厚⽊IC

横
浜
横
須
賀
道
路

藤沢バイパス

新湘南バイパス
1

127

357

16

16129

134

255

467

465

410
409

297409

4101

海⽼名JCT

東名⾼速⼤和トンネル付近
（海⽼名JCTー横浜町⽥）

神奈川県東南部

＜渋滞の目安＞

平均旅行速度20km/h以下：車間距離がほとんどなく、断続的に停車・発進を繰り返すような状況。

平均旅行速度40km/h以下：停車はしないものの、車間距離が狭く、ノロノロ運転となるような状況。秦野中井IC
⼤井松⽥IC

※精査中のものであり、今後修正等がありうる。
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美
濃

418157

156

中部圏大都市圏の渋滞の状況（中部圏） 中部圏 精査中

 可児御嵩バイ

坂
祝
バ
イ
パ
ス

美
濃
加
茂
バ
イ
パ
ス

256

248

248
418

417

303

157

418

2121

恵那IC

高速道路のボトルネック

渋滞常襲区間

10kmの渋滞が毎日発生する

程度に相当※１
御嵩バイパス

パ
ス

東

248

155 363

41

21

19愛知県北部

⼩牧IC

⼟岐JCT

国道155号

渋滞多発区間

10kmの渋滞が週1回以上

発生する程度に相当※１

・名古屋都市圏流入部のボト

ネ ク区間（東名高速岡崎 般道路のボトルネック

 名古屋環状2号線

東
海
環
状
道155365

155

306

363

22

258

東
名
⾼
速

名神⾼速 ⼀宮IC付近
（⼀宮ー⼀宮JCT）

岐⾩⽻島IC
⼀宮JCT

⼀宮IC ⼩牧JCT

ルネック区間（東名高速岡崎

IC付近や東名阪道四日市IC

付近等）における渋滞が顕著

※１ 区間のH22渋滞量実績について、最大渋滞

長10km、継続時間2時間の渋滞により換算し、

1年間に相当する回数を算定したもの。

一般道路のボトルネック

平均旅行速度20km/h以下

＜市区町村の平均旅行速度＞

20km/h以下

20－25km/h

飯田街道

419

306

1

302

302

155

国道363号

国
道
30
2号

名古屋市内

国道247号
東名三好IC

⽇進JCT

20 25km/h

・名古屋市内及び名古屋二環一般部

等を中心に、平均時速20km/h以下

の低速区間が分布

25－30km/h名古屋高速のボトルネック

・名古屋高速都心環状線及び大高線で

渋滞が発生

平均旅行速度40km/h以下

弥富IC

蟹江IC

豊
田
南
バ
イ
パ
ス

東
海
環
状
道

421

306

1

23
153

155

155

東名阪道 四⽇市IC付近
（ 市東 鈴⿅）

四⽇市東IC

国道247号

凡例豊⽥南IC

四⽇市JCT
みえ朝⽇IC

国際空港連絡路路

知
多
半
島
道
路

473

419

155

155 155

366

366

155

365

477

164

11

1

1 23

国道164号

愛知県知多半島部

愛知県⻄三河地区

（四⽇市東ー鈴⿅）

四⽇市IC

豊⽥JCT

岡崎IC

直轄国道

補助国道

その他幹線道路

高速道路

1

122

凡例

 岡崎バイパス

中部国際空

中
勢
バ
イ
パ

南
知
多
道
路

248

247

306

247
247 23

1
23

23
25

25

東名⾼速 岡崎IC付近
（⾳⽻蒲郡ー豊⽥JCT）

鈴⿅IC

⾳⽻蒲郡IC

＜渋滞の目安＞

平均旅行速度20km/h以下：車間距離がほとんどなく、断続的に停車・発進を繰り返すような状況。

平均旅行速度40km/h以下：停車はしないものの、車間距離が狭く、ノロノロ運転となるような状況。
※精査中のものであり、今後修正等がありうる。
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近畿圏大都市圏の渋滞の状況（近畿圏） 近畿圏

○ 東西軸となる名神高速、中国道の高速道路のボトルネック、環状線に繋がる阪神高速、大阪市内、京都市内の一般道路等に課題が大きい

精査中

阪神高速のボト ネ ク

1

357

372

173

舞
鶴
若
狭
⾃
動

国道9号

国
道
36
7号

国道24号
国道1号

京都市内 京都府・滋賀県境部

瀬⽥東JCT
瀬⽥東IC瀬⽥⻄IC

京都東IC ⼤津IC

⻯王IC

栗東IC

名神⾼速
野洲川橋付近

高速道路のボトルネック

渋滞常襲区間

滞多

10kmの渋滞が毎日発生する

程度に相当※１

国道8号阪神高速のボトルネック

平均旅行速度20km/h以下

平均旅行速度40km/h以下

・西側から大阪市内に至る3号神戸線阿波

座付近、東側から大阪市内に至る13号東

名神⾼速
蝉丸トンネル付近

第箕
面

171

478

24

422

423

176

動
⾞
道

瀬⽥東IC

中国道宝塚トンネル付近
⻄宮⼭⼝IC－宝塚IC

京滋バイパス
瀬⽥東JCT付近

⻄宮⼭⼝IC

⼤⼭崎JCT

京滋バイパス

名神⾼速
⼤⼭崎JCT付近

・東西軸をなす名神高速、中国
道のボトルネック区間におけ
る渋滞が顕著

渋滞多発区間

10kmの渋滞が週1回以上

発生する程度に相当※１

大阪線の東大阪JCT付近及び環状線に流

入する各ジャンクション部での渋滞が顕著

第
二
京
阪
道
路

面
有
料
道
路

171

176

175

1

1

24

305

168

307

479
423

428

名神⾼速

国道171号

宝塚IC
中国豊中IC 中国吹⽥IC

７

豊中IC

⼭陽⾃動⾞道
る渋滞が顕著

※１ 区間のH22渋滞量実績について、最大渋滞

長10km、継続時間2時間の渋滞により換算し、

1年間に相当する回数を算定したもの。
摂津北IC

摂津南IC

第二神明道路

十
三
バ
イ
パ
ス

大
阪

築港深江線

163

163
1

2

2

2

43

305

369

308

479

423

28 湾岸線

兵庫県南東部

⼤阪府東部

⼤久保IC

⽟津IC

第⼆神明
⽟津IC付近

12

11

５

２

17

3

環状線

31

豊中IC

国道43号
国道172号

東⼤阪JCT

1316

1

国道308号阿波座合流

伊川⾕IC

大
和
御
所

阪
中
央
環
状
線

大
阪
臨
海
線

165

2

25

25

369

16

169

170

170

309

479

479

直轄国道1

凡例
国道479号

69
号

⼤阪市内

奈良県中⻄部

⼤阪府・奈良県境部
15

14

17国道172号

一般道路のボトルネック

平均旅行速度20km/h以下

＜市区町村の平均旅行速度＞

大和高田バイパス

所
道
路

165

2424

26

165

166

369

168

480

309
310

166

補助国道

その他幹線道路

高速道路

122国道165号

国
道
16

国
道
16
8号

⼤阪府南部

４

＜市区町村の平均旅行速度＞

20km/h以下

20－25km/h

25－30km/h

・大阪市内・京都市内を中心に、平均

166

309

370

480

170

170

371

310

⼤阪府南部

平均旅行速度20km/h以下：車間距離がほとんどなく、断続的に停車・発進を繰り返すような状況。

平均旅行速度40km/h以下：停車はしないものの、車間距離が狭く、ノロノロ運転となるような状況。

＜渋滞の目安＞時速20km/h以下の低速区間が分布

・ネットワークのミッシングリンクにより、

サービス速度が低い地域が存在（大

阪市東部、京都と滋賀の府県境 等）

泉佐野JCT泉南IC ※精査中のものであり、今後修正等がありうる。
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新 名 神 高 速 道 路
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○新名神高速道路の未着工区間周辺には 「琵琶湖西岸断層帯」等の主要な断層帯がない

新名神高速道路と断層

○新名神高速道路の未着工区間周辺には、「琵琶湖西岸断層帯」等の主要な断層帯がない

○仮に琵琶湖西岸断層帯で大規模な地震が起こったとしても、新名神付近の震度は小さい

○琵琶湖西岸断層帯でM7.8の地震が起こった場合の想定震度○未着工区間周辺の断層

未着工区間

未着工区間

未着工区間未着工区間

資料：「新編 日本の活断層」

滋賀県マキノ町の知内断層から大津市の膳所断層まで計９つの活断層で構成

琵琶湖西岸断層帯

資料：「新編　日本の活断層」

滋賀県マキノ町の知内断層から大津市の膳所断層まで計９つの活断層で構成

され、全長約５９ｋｍ。

地震調査研究推進本部地震調査委員会が平成１６年６月に公表した検討結果

琵琶湖西岸断層帯

未着 区間未着 区間され、全長約５９ｋｍ。
地震調査研究推進本部地震調査委員会が平成１６年６月に公表した検討結果
では、今後３０年以内に最大でマグニチュード(Ｍ)７.８の地震が起きる可能
性がある確率は最小０.０９％、最大９％で、近畿圏で最も発生確率が高いも
のの一つ。 資料：地震調査研究推進本部（平成16年6月公表）

地震調査研究推進本部地震調査委員会が平成１６年６月に公表した検討結果

では、今後３０年以内に最大でマグニチュード(Ｍ)７.８の地震が起きる可能

性がある確率は最小０.０９％、最大９％で、近畿圏で最も発生確率が高いも

のの一つ。

未着工区間未着工区間
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第
二
京
阪
道
路

十
三
バ
イ
パ
ス

箕
面
有
料
道
路

171

171

163

163

478

176

1

1

1

1

24

24

43

305

168

422

307

357

372

423

479

423

新名神高速道路

京滋バイパス

※発生回数：交通集中渋滞によるもの
※平均渋滞長（最大渋滞長）：交通集中渋滞によるもの
（対象期間）
開通前：平成２１年３月２１日～平成２２年３月１９日
開通後：平成２２年３月２１日～平成２３年３月１９日

全国の高速道路の渋滞回数

※Ｈ２２．４～１２までの交通集中による渋滞回数。概ね延長５０ｋｍ区間単位で集約。

平均渋滞長：５．１km⇒４．０km

瀬田東JCT付近 （京滋）

車線減少・ランプ合流

発生回数：95回→ 326回

瀬田東JCT付近 （京滋）

渋滞の原因

64

20631

120

0

100

200

300

400

開通前 開通後

渋
滞
回
数
（回
）

（上り）

休
平

名神・京滋バイパス

平均渋滞長：６．９km⇒７．２km

発生回数：95回→119回

渋滞の原因

トンネル付近の上り坂と

トンネル内の速度低下

蝉丸トンネル付近

65
45

30 74

0

20

40

60

80

100

120

140

開通前 開通後

渋
滞
回
数
（回
）

平

休

（上り）

道路名 Ｉ Ｃ間 渋滞回数

１ 中央道 高井戸 ～ 上野原 1,182

２ 名神・京滋バイパス 草津ＪＣＴ ～ 大山崎ＪＣＴ 932

３ 東名 東京 ～ 秦野中井 812

４ 東名 音羽蒲郡 ～ 名古屋 809

５ 阪和道 貝塚 ～ 有田 554

（下り）

平均渋滞長：３．３km⇒４．０㎞

平

休

（下り）

休

平

（下り）

直轄国道

補助国道

その他幹線道路

高速道路

凡例

（Ｈ２２延べ渋滞量：渋滞継続時間２時間換算）

○第二京阪開通（H22.3）後も名神高速や京滋バイパスで依然として渋滞が発生。箇所によっては、大幅に渋滞回数が増加。

1

122

高速道路のボトルネック

・東西軸をなす名神高速、中国
道のボトルネック区間におけ
る渋滞が顕著

渋滞多発区間

10kmの渋滞が週1回以上

発生する程度に相当※１

※１ 区間のH22渋滞量実績について、最大渋滞長

10km、継続時間2時間の渋滞により換算し、

1年間に相当する回数を算定したもの。

65

瀬⽥⻄IC

京都東IC
大津IC

中国豊中IC 中国吹田IC

大山崎JCT

瀬田東JCT

瀬田東IC

草津JCT

京滋バイパス
瀬田東JCT付近

名神高速
蝉丸トンネル付近

名神高速
大山崎JCT付近

第二京阪全線開通後の名神高速道路等の渋滞状況

7



名神の老朽化の現状

瀬田川橋

山科川橋

○ 名神高速は供用後48年が経過しており、今後大規模補修が必要となる。

門真ＪＣＴ

追分橋

瀬田川橋

対策時期

概ね１０年以内（３橋）

１１年～２０年 （６橋）

２１年～３０年 （４橋）

8



高速道路の４車線化区間一覧

※今回対応を変更 9



【H22.4.9記者発表】

延長 事業費
*1

交通量
*3

(km) （億円） (台/日) 死亡 死傷

38 510 1.1 10,200 0.4 5.8 19
事業手法の

見直し

21 280 3.1 10,000 0.9 5.0 18
事業手法の

見直し

41 890 1.1 11,000 0.3 5.9 20
事業手法の

見直し

27 750 1.1 10,800 0.5 5.1 0 着手見合せ

52 680 3.1 13,200 0.6 4.2 24
事業手法の

見直し

11 400 2.0 10,500 0.0 6.1 0 着手見合せ

【検証結果】

延長 事業費
*1

交通量
*6 事故率(H19-H22)

（件/億台キ ）
*7

H22～H23繁忙期

近畿
きんき

自動車道紀勢
きせい

線（御坊
ごぼう

～南紀
なんき

田辺
たなべ

）
近傍の2車線区間における4車線化の
進展状況等を踏まえて改めて確認

四国
しこく

横断
おうだん

自動車道（鳴門
なると

～高松
たかまつ

市境）

九州
きゅうしゅう

横断
おうだん

自動車道長崎
ながさき

大分
おおいた

線（長崎
ながさき

～長崎
ながさき

多良見
たらみ

）
今後の社会実験による交通状況の
変化等を踏まえて改めて確認

関越
かんえつ

自動車道上越
じょうえつ

線（信濃
しなの

町
まち

～上越
じょうえつ

JCT)

東関東
ひがしかんとう

自動車道館山
たてやま

線（木更津
きさらづ

南
みなみ

JCT～富津
ふっつ

竹岡
たけおか

）
4車線化にあたり、構造等につい
て、地元調整を行った上で着手

東海北陸
とうかいほくりく

自動車道（白鳥
しろとり

～飛騨
ひだ

清見
きよみ

）

整備計画策定済みの４車線化６区間の検証結果と対応方針

路線名（区間） B/C
*2

事故率(H17-H20)

（件/億台キロ）
*4 H21繁忙期にお

ける渋滞回数*5 見直し等 備考

延長 事業費 交通量

(km) （億円） (台/日) 死亡 死傷

38 510 1.1 11,800 0.2 5.8 18
高速道路会社に
より事業開始

21 280 2.8 13,500 0.0 5.1 5
高速道路会社に
より事業開始

41 890 1.1 10,900 0.3 7.5 29
高速道路会社に
より事業開始

27 750 1.1 13,800 0.0 2.9 2 着手見合せ

52 680 2.2 16,200 0.2 4.0 14
高速道路会社に
より事業開始

11 400 1.7 11,700 0.0 5.5 0

うち、（長崎
ながさき

芒
すすき

塚
づか

～長崎多良見
ながさき　　たらみ

） 8 310 1.4 12,200 0.0 7.2 0

19 750 1.1 18,900 0.8 6.3 19
4車線化の

事業評価を実施

＊１：原則として、測量・設計、用地買収、工事が進捗した各段階で精査

＊２：残事業B/C

＊３：H19の区間の平均日交通量（東海北陸自動車道は、H20.7.5に全線供用し、交通量が大幅に増加していることから、H20.7.6～H20.12.31の交通量）

＊４：（高速国道全体の平均値）死亡事故率0.2件/億台キロ、死傷事故率5.1件/億台キロ（会社データより集計）

＊５：H21のGW(4/25～5/6)、お盆(8/6～8/16)、SW(9/19～9/23)、年末年始（12/26～1/5）において10km以上渋滞した回数

＊６：H23の区間の平均日交通量

＊７：（高速国道全体の平均値）死亡事故率0.2件/億台キロ、死傷事故率4.7件/億台キロ（会社データより集計）

四国
しこく

横断
おうだん

自動車道（鳴門
なると

～高松
たかまつ

市境）

九州
きゅうしゅう

横断
おうだん

自動車道長崎
ながさき

大分
おおいた

線（長崎
ながさき

～長崎
ながさき

多良見
たらみ

）

湯浅御坊
ゆあさごぼう

道路（有田
ありだ

～御坊
ごぼう

）
事業評価を行った上で事業実施を
判断

高速道路会社に
より部分的に改良

事故の頻発している長崎芒塚
ながさきすすきづか

～長
なが

崎
さき

多良見
たらみ

間を4車線化

東海北陸
とうかいほくりく

自動車道（白鳥
しろとり

～飛騨
ひだ

清見
きよみ

）

近畿
きんき

自動車道紀勢
きせい

線（御坊
ごぼう

～南紀
なんき

田辺
たなべ

）
近傍の2車線区間である湯浅御坊
道路を優先的に4車線化

関越
かんえつ

自動車道上越
じょうえつ

線（信濃
しなの

町
まち

～上越
じょうえつ

JCT)

東関東
ひがしかんとう

自動車道館山
たてやま

線（木更津
きさらづ

南
みなみ

JCT～富津
ふっつ

竹岡
たけおか

）

路線名（区間） B/C
*2 （件/億台キロ）

*7
*8における渋滞回

数
見直し等 備考

（高速国道 体 平均値）死 事故率 件 億台キ 、死傷事故率 件 億台キ （会社デ タ り集計）

＊８：H22のGW(4/28～5/5)、お盆(8/5～8/16)、年末年始（12/23～1/4）及びH23のGW(4/28～5/8)、お盆(8/10～8/16)、年末年始(12/22～1/4)において10km以上渋滞した回数 10



阪和道（御坊～南紀田辺）の見直しについて

Ｈ ２２ 着手見合せ時の状況 現在の状況と対応方針

和歌山和歌山

海南

H23渋滞回数
（6月～1月）※１

４車線化273回海南

H21渋滞回数
（6月～1月）※１

有田

海南
2回

４車線化
完成

（H23.5）

144回

273回

有田

海南

L=10㎞
４車線化
事業中 繁忙期の大きな

渋滞は19回※２

繁忙期の大きな
渋滞は11回※２

繁忙期の大きな
渋滞はなし※２

４車線化

４車線の
都市計画決定

（H22.11）

回

L=19㎞ 46回
４車線化
都市計画
手続き中

＜対応方針＞

繁忙期の大きな
渋滞は11回※２

渋滞は11回

御坊

16回

御坊

12回 繁忙期の大きな
渋滞はな ※２

※事業評価を実施した上で
事業化

渋滞は 回

凡例

16回

着手見合せ

L=27㎞

12回
阪和道

（御坊～南紀田辺）
L=27㎞

繁忙期の大きな
渋滞はなし※２

渋滞はなし※２

印南

みなべ

印南

みなべ
＜対応方針＞

４車線

２車線
（都市計画４車線）

２車線

南紀田辺

着手見合せ

南紀田辺

※１ 渋滞回数：1㎞以上、交通集中によるもの

※２ 繁忙期の大きな渋滞：10㎞以上の渋滞

※ ＩＣの分合流部に
交通安全対策として
付加車線を設置
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○ 死傷事故発生状況（H20.1～H23.3）と対応方針

長崎道（長崎～長崎多良見）の見直しについて

○ 死傷事故率（H19～H22）

平面位置

長崎道（長崎～長崎芒塚） ０

（件/億台キロ）

：2車線区間（有料道路）

：2車線区間（並行一般道）

凡 例
：トンネル区間

：追突事故

すすきづか

長崎県庁

長崎道（長崎芒塚～長崎多良見） ７．２

：2車線区間（並行 般道）

：4車線区間（有料道路）

：4車線区間（並行一般道）

：対向車線
飛び出し事故

：追突事故

すすきづか た ら み

長崎道

長崎県

長崎県庁
(参考)
高速道路の暫定２車線区間の平均

３．３

至 大村空港

長崎IC

○ 事故発生の例

２年連続で同じ箇所で追突事故が発生（下り線）

H22.2.20 追突車両が対向車両に進入し、３時間２０分通行止め
長崎芒塚IC

長崎多良見IC
す す き づ か

た ら み

H22.2.20 追突車両が対向車両に進入し、３時間２０分通行止め

下り線

縦断勾配

上り線

下り線

H23.2.11 ２時間３０分片側交互通行となり、４．５ｋｍの渋滞が発生着手見合せ ４車線化

追突事故状況（H22.2.20）

＜対応方針＞ ＜対応方針＞
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スマートインターチェンジの連結予定箇所

新潟東

長岡北

小城PA

敦賀南上毛PA
宝塚北

行橋ＰＡ

小谷城
長岡北

木場

城南

上里 寄居PA鈴鹿PA松茂

笛吹

遠州森町 愛鷹
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